
府省横断的ワークショップの実施について

約5000事業のEBPMの更なる質の向上を図るため、各府省の要望を踏まえ、知見が
十分でない分野を支援する。

実施形式 複数府省とのワークショップ（総務省行政評価局と連携。亀井善太郎EBPM補佐官も参画）

対象分野
・事業

※参加者は、議論対象の事業所管府省だけでなく、全府省から広く募集。

＜伴走支援の目的＞

1

外務省 国際連合開発計画（UNDP）拠出金（他１件）
財務省 経済協力開発機構（OECD）租税政策・税務行政センター等の行う税務関連事業に対する拠出
財務省 世界税関機構（WCO）アジア・大洋州地域情報連絡事務所（RILO・AP）に係る拠出
経済産業省 日韓産業技術協力共同事業体拠出金

総務省 電波の監視等に必要な経費
厚生労働省・環境省 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律施行経費
国土交通省 法執行事務分野の複数事業
防衛省 艦船用ガスタービン機関の維持整備

①拠出金・分担金

②法執行事務
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各府省のレビューシート数
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○EBPM補佐官派遣制度

行革事務局
①相談

②依頼

連携

総務省行政評価局

マッチング

③派遣
EBPM補佐官
（EBPMの実践に
通じた専門家等）

希望する府省

希望する府省に、「EBPM補佐

官」（専門家）を派遣し、

各種相談対応や助言等

○伴走型支援ネットワーク

デジタル庁

総務省
行政評価局

アカデミア
NPO等

各府省

政策研究所
等

行革事務局

総務省
統計部局

内閣府
経済社会

システム担当

伴走型支援ネットワーク

希望する府省

①相談

②調整

③政策立案支援
(エビデンス作成・検証、データ利活用等)

行革事務局がハブとなり、EBPMに

関係する官民のアクターのネット

ワークで各府省の政策立案を支援

各府省の政策形成・評価への支援例各府省の政策形成・評価への支援例

【ＥＢＰＭ補佐官一覧】
令和５年４月３日

〇伊藤由希子 津田塾大学総合政策学部教授
〇大橋弘 東京大学副学長・公共政策大学院教授・大学院経済学研究科教授
〇亀井善太郎 PHP総研主席研究員

立教大学大学院21世紀社会デザイン研究科特任教授
〇小林庸平 三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社

政策研究事業本部経済政策部主任研究員
独立行政法人経済産業研究所コンサルティングフェロー

〇中室牧子 慶応義塾大学総合政策学部教授
デジタル庁シニアエキスパート（デジタルエデュケーション）
独立行政法人経済産業研究所ファカルティフェロー

〇渡辺安虎 東京大学公共政策大学院教授・大学院経済学研究科教授
東京大学エコノミックコンサルティング株式会社取締役
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